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6一ス ル ホ ン酸）ア ン モ ニ ウム塩 を用い た過酸化水素の 微量定量

法 とその 応用

長谷川　敬彦 
， 菅原　悦子 ， 柏 木　 力

＊

（1981 年 3 月 14 日受 理）

　ペ ル オ キ シ ダーゼ ，
2

，
2「一

ア ジ ノ ジ （3一エ チ ル ベ ソ ゾ チ ア ゾ リ ン 6一ス ル ホ ン 酸）ア ン モ ニ ウ ム 塩 （ABTS ）

を 用 い た
一

試薬法 に よ る 過 酸 化 水 素 の 定 量法 に つ い て 検討 し た ．実試料と し て は う どん に つ い て 添加回

収 ， 抽 出 条 件 を 検 討 し た ．定 量 下限 は 420n 皿 を 測 光 波長 と し た場合 ， 標準 偏差 パ ー
セ ン ト 5 ％ 以内

で （o．01〜o ．02）vg ／ml で あ る・過 酸 化 水 素 の 濃度 に よ っ て は 試料 量 を 選択す る こ とに よ り 420 皿 n ・

660 　nm
，
700 　nm の い ず れ の 波 長 に お い て も ベ ール の 法 鰤 城 立す る ．こ の 前 ま 生 物 試 料な ど で 光学 的 干

渉を 避 け る点に お い て 有利 で あ る ・実試料 と し て う ど ん で の 添加 回 収率 は 約 97 ％ で あ り， 水 振 と う抽

出 の 抽 出効率 は （80 〜 87）％ で あ る・

1 緒 言

　過酸化水素 の 定量 は 過酸化水 素の 還元性に基づ い た 過

マ ソ ガ ソ 酸塩滴定法や ヨ ウ素酸滴定法 ， 酸化反応 を 利 用

し た 硫酸 チ タ ン に よ る 比色法がある が ， い ずれ も測定感

度が低 く， 又共存物質 に よ る 干 渉，分析 過程 で の 過酸化

水素の 分 解な どの 難点がある．更に 過酸 化水素に 対す る

測定の 特異性を酵素 に 求 め
，

メ タ ノ
ール 又 は エ タ ノ

ール

共存下 に カ タ ラ
ーゼ に よ っ て 生ず る ア ル デ ヒ ドを3一メ チ

ル
ー2一べ γ ゾ チ ア ゾ リ ソ ヒ ドラ ゾ ン

！ （MBTH ） を 用 い て

測定す る 方法
1） は 測定感度 は 高い が ， 試 料中 の 水分 に よ

っ て メ タ ノ
ー

ル が 希釈 され る場合は補正を必要 と し ， 又

共存す るた ん 白質 の 影響を受け る た め 生物試料や食品 の

分析に は 適 して い ない ．酵素セ ソ サ ーと し て ペ ル オ キ シ

ダーゼ ［PODEC 　L11 ．L7 ］ を用 い た 場合 ， 従来 用 い

られ て きた o一ト リ ジ ソ ， o一ジ ア ニ シ ジ ソ は 後者 は 色素が

不安定 で ある と と もに ，
い ずれ も発が ん 物質で ある と こ

ろ か ら排除 され て きて い る．又，4一ア ミ ノ ア ソ チ ピ リ ソ

と フ ェ ノ ール の 縮合反応 か ら キ ノ ソ 型 の 赤色色素 （5160

cm
− 1　 mol

− 1　1
，
500　nln ）を 形成 させ る 方法 も 定量下限

が 10陽 ／皿 1 前後で あ る．

　最近 ， 過酸 化水素の 発が ん 性が注 目され ， 食品 ， な か で

も＠で め ん 中の 過酸化水素 の 定量 が 要請されたが，上述

＊
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　 不 老町

の い ずれ の 方法 も le　P9 ／ml 以下 の 定量性が低 い た め
，

1pp 皿 以下 の 過酸化水素を迅速か つ 精度よ く分析す る 方

法 の 確立が望 まれ て きた ．著者 らは過酸化水素｝こ 対する

特異性を ペ ル ナ キ シ ダ ーゼ に 求め ，測定感度の 向上 を モ

ル 吸光係数 の 大 きい ABTS を色原体 として 用 い る こ と

に よ っ て lppm 以下 の 過酸 化水素 を 迅 速 か つ 精度 よ く

定量す る こ とが 可能 と な っ た ．

2　試薬 ， 装置

　2 ・ 1 試　薬

　ABTS ：ABTS （ベ
ー

リ ン ガ ー
社製）を O．1M リ ン 酸

ナ ト リ ウ ム 緩 衝 液 （pH 　7 ．0） に 溶 解 し た ・

　ペ ル オ キ シ ダ ーゼ ： 西 洋 ワ サ ビ ベ ル ォ キ シ ダ ーゼ 250

U ／mg （ベ ーリ ン ガ ー社製 ）S．2M 硫酸 ア ン モ ニ ウ ム 懸

濁液 を 用 い た ．

　標準過酸化水素水 ： 30 ％ 過酸化 水 素 水　（三 菱 瓦 斯化

学 製） 2ml を 水 で 500　ml に 希釈 し ，　 こ の 溶液 20　ml

に 30　 ml の 水 と 1N 硫 酸 5ml を 加 え て 硫酸酸性 と し

た 後，O．IN 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム 水溶液 で 標定 す る・

こ の 場合 0．IN 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム 且 ml は 過 酸 化 水

素 1．7mg に 相当す る ． 標定後 ，
20

咫 ／ml に な る よ う

に 蒸留水 で 希 釈 し 過 酸化 水素保 存標準液 を 調 製 し た ，

　そ の 他 の 試薬類 は す べ て 特 級 品 を用 い ， 水 は 蒸留後 イ

オ ソ 交換処 理 した も の を用 い た．

2・2　装 　置

ホ モ ジ ナ イ ザ ー ： ボ リ トロ y10 を 用 い た ．

遠心 器 ： 久 保 田 KR 　 18000
， 卩 一タ

ー
は RA −3 （久保
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田）を 用 い た．

　分光 光 度計 ： 日立 557 型 ，ギ ル フ ォ
ード 250 型 を 用

い ，
1c皿 石 英 セ ル を 使用 し た ．

　　　　　　　　 3 試料の 調製

　過酸化水素を 含ま な い湯上げ うどん約 59 に 20ml の

水を加え，ポ リ ト ロ ソ 10 で ホ モ ジ ナ イ ズ し た 後 ， 最大

遠 心速度 25400 × g で 30 分間 遠 心 後，そ の 上清を試

料 と した．

　別 に後述 の よ うに 水 で振 と う抽 出し，そ の 上清を試料

とす る方法 に つ い て も検討 した．

　　　　　　　4　実験結果及 び 考察

　4 ・1AB   の ス ペ ク トル

　ABTS は 340 皿 付近 に 吸収極大 を持 つ 色原体で あ

る が，過酸化水素 とペ ル オ キ シ ダーゼ の 反応 で 生ずる水

素の 供与体 と して 酸化 され る と　390nm ， 420　nm ， 660

nm ， 740　nrn 付近 に 吸収を示す よ うに な る （Fig・1−a
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一　　 　
．
」

1−b）・

4 。2ABTS の 濃度

POD 　20　pg／ml を含む リ ン 酸緩衝液

o
り
囗憾

ρ
旨
o

吻

二

く

2。8ml 中 の

　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Wavele 員琶th，皿

F嬉．1−a 　Absorption　 3pcctra 　 of 　ABTS 　and 　radical

　 　 　 　 　 catlon

　 　 　 　 　 ABTS 　O．　I　mg ／ml ，　 POD 　2 陪 1ml 　in　2．eml 　of 　O．lM
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Fig．1−b　Absorption 　 spectra 　of 　ABTS 　and 　radical

　 　 　 　 　 catlon

　 　 　 　 　ABTS 　l　mg ！m1
，
　 POD 　20 函 ml 　 in　2．Bml 　 of 　O．1M

　 　 　 　 　phosphate 　 buffcr　 pH 　7．O； HVdrogenperox …de ； 0．
　 　 　 　 　0・7P9 ，　 L5F9 ，2・7P9

ABTS の 濃度を （O．OO1〜2・0）mg ／ml まで 変化 させ た

場合 の 420nm の 変化を 3 水準 の 過酸化水素濃度 に つ い

て 測 定した （Fig ・2）・試料 中の 共存物質に よ る ABTS

に 対 して の 干渉を考慮し て 反応試薬 の ABTS 濃度は 1

mg ／m1 を採用 した ．

飾

n

（
目
O

恩
8
壽

碧
器
く
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1．5

1．0

（1）
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　　　　　　　　　　　［ABTS ］，　mg ／皿 1

Fig．2　Effect　of　the 　concentration 　of　 ABTS 　on

　 　 　 　 absorbance

　 　 　 　 POD 　 2【〕Fg！皿 1；Hydrogem 　pertコxide ： （1）2．8Fg ，　（2）

　 　 　 　 L4 晒 （3）o．7F9

4・3 ペ ル オ キ シ ダーゼの濃度

　ABTS 　 l　mg ／m1 を含む O．1M リ ン 酸緩衝液 2．8　ml

中 の ベ ル オ キ シ ダ ーゼ を o．8 阻 ／m1 か ら 40　P9／ml ま

で 変化 させ た反応試薬 2・8 皿 1 に対 し， 7　pg／ml の過酸
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化 水 素 100　pl を 加 え た 場 合 の 420 　nm の 吸光度 は ベ ル

ナ キ シ ダーゼ o ．8　ti9／ml 以上 で
一

定値に 達し た．過酸

化水素量 及 び試料中 に 含まれ る ペ ル オ キ シ ダーゼ の 阻害

物質の 共存を 考慮 して ベ ル オ キ シ ダーゼ の濃度は 20 器

ノml を採用 した （Fig ・3）・

0，4
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Fig．3　Effcct　 of 　the 　 concentration 　 of 　 POD 　on

　 　 　 　 absorbance
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ABTS 　 l　mg ／ml 　 in　 O 」 Mphosphatc 　 buffer
．
　 pH 　 7．0

（2．8ml）； Hydroge 叩 eroxide ： 7F9 ！m1 （0．1ml ）

　4 ・4 　反応 時間と発色の宏定性

　ペ ル ± キ シ ダーゼ の 濃度が 4P9／m1 以上 の 上記反応液

で は ，反応 は 瞬 時 に 起 こ る た め 直 ち に 測定 を 行 うこ とが

で き る．又 ， 発色 の 安定性は 発色後 2 時間以内で は 吸光

度 の 変化 は 認 め られ ず，12 時間後 の 吸光度 の 低下 は 約

12％ で あっ た ．

　4 ・5　検量線

　過酸化水素 が （1〜10）P9 ／m1 の 濃度の 場合 は POD 　20

F9 ／皿 1
，
　ABTS 　 l　mg ／ml を含む定量試薬 2．8ml に 対 し

各濃度 の 標準液 0・1m1 を用 い ，過酸化水素が 1　lt9／m1

以下 の 場 合 に は 定量試 薬 1・8ml に 対 し各濃度の 標準液

1・O　 m1 を 用 い て 検量線を 作成 し た （Fig ・4）・直線性，

再現性 ともに 良好な結果が得 られた ．

　又， 420　nm 　に お け る モ ル 吸光係数は 51000 　cm
”1

皿 ol
−11

で あ る．

　 4・ 6　標準的な定量法

　以 上 の 定量条件 の 検討結果 か ら定量試薬は 0．1M 　リ

ソ 酸 ナ ト リ ウ ム 緩衝液 （pH 　7・o） 中 に ABTS 　 lmg ／

皿 1
，

ペ ル オ キ シ ダ ーゼ 20　yg ／rn1 を含 む液 と し ， 過酸化

水素 の 含量 に 応 じて 試料量 と 反応液 の 割合を 変化 させ

る．過酸化水素が （1−v 　IO）　P9 ／ml で は 試料 Q ・1m 且 に反

0 エ 23456789 ユD

　　　　　　匸H202］，　pg ／ml

呈F三9・【4】iCalibration　 curve 　for　hydrogen 　peroxide
　 　 　 　 A ： Sample 　O．1ml 皿 ixed　 reagent 　 2．8ml ； B ： Sample

　 　 　 　 LOm1 皿 ixed　 reagent 　 L8m 】
； （1）λ＝420 　nm

； （2）え＝

　 　 　 　 7引〕nm ； （3）2＝660　nm

応液 2・8ml が適当で あ り，
1憾 ／ml 以下の 場合に は試

料 1・Oml に 反応液 1・8m1 と し た 場合 で も検量線 の 直

線性が得 られた．

　波長 の 選択は 試料中 の 過酸化水素量や共存物質に よる

光学的干渉 ， 特 に 血清 な ど の 溶 血 に よ る ヘ モ グ ロ ビ ン や

共存する ビ リル ピ ン な どの 光学的干渉を 考慮 し て 420

nm
，
660 　nrn

，
740 皿 1 を 選択す る こ と が 可能 で あ る ．

　4・7　干　渉

　ABTS 　は 溶存塩素 の 定量 に 用 い られ る よ うに 塩素原

子 と反応す る こ とが知 られ て い る が の
， 生物試料 中に 多

量 に含ま れ る共存物， 試料調製 に 際 し て よ く用 い られ る

物質，並 び に 食品中に添加 され て い る幾つ か の 物質の う

ちか ら色原体や ペ ル オ キ シ ダーゼ に 干渉する こ と が予想

され る物質に つ い て 検討 した （Table　1）．

　ABTS 　O ・5mg ／ml ，
ベ ル オ キ シ ダ ーゼ rO　F9 ／ml を含

む反応試薬 （2・8ml ）を用い過酸化水素 O・35　pg に っ い

て 検討 した と こ ろ ，
ア ス コ ル ビ ン 酸は O・18pM 以 上 ， シ

ス テ イ ン は 0 ・9　FiM 以上 の 終末濃度 で い ずれ も負の 干渉

を 示 した （Fig・5，
　Fig・6）・ア ス コ ル ビ ン 酸 は ペ ル オ キ シ

ダーゼ 存在下 で 過酸化水素 に よ っ て 生 じた 420nm
，
660

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society for Analytical Chemistry

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Analytioal 　Chemistry

報　文　 長谷 川 ， 菅 原 ， 柏木 ； ペ ル オ キ シ ダーぜ，ABTS を 用 い た 過酸化水素の 微量 定 量法とそ の 応用　 473

Table　l　Effect　of 　fbre二gn　compounds

Fore…gn 　compound
Fi皿 al　con ・
cer ：tration

Absorba 皿 cc

　 （％）

S 〔岨ium 　 chloride （NaQ ）

Cakium 　chloridc （C 置Ci2）
Magnesium 　 ch 【oride （MgCl2 ）

Ferric　 ch 【oride （FeCl3 ）
Potassium 　bromate （KBrO3 ）†

Albumin （b・vine ）

Glucos 巳

レ Glu ヒarnlc 　acid
正 一Cysこei ロ e

Perchloric　acid （HCIO ‘）

LgAsco 【hic　 acid

Sorbic　 acid 　sOdium 　salt

DithiothceltoI

SOdium 　lauryl　sulfa 重c

　（NaC12H25SO4 ）

Triton 　X −100
Foma 旧 鑑hyde （HCHO ）

18mMl8
　mM18mMO

．18mML8mMO

．18mMl6
　mM

旧 トMLB

ド
M

且8 【nM3

・6FMIBmM

】．1mMl

．8mMO

．018 ％

o．〔m4 ％

 

 

 

m
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躙
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Fig．6　Effect　of　the 　concentration 　of 　cysteine 　on

　　　　absorbance 　 on 　detcrmination 　for　hydrogen

　　　　peroxide

　 　 　 　 ABTS 　O．5mg ／m1 ，　 POD 　rO　pg！ml 　in　O．1Mphesphate
　 　 　 　 befier，　 pH 　7，0 ； Hydroge 叩 eroxide ：0．13pg　in　final

　 　 　 　 conccnt 「at10n
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Fig．5　Effect　of 　the　concentration 　of 　ascorbic 　acid

　 　 　 　 on 　the 　absorbance 　fbr　determination 　of

　　　　hydrogen 　peroxide

　 　 　 　 ABTS 　O．5mg ！ml ．　 POD 　40鰓 1ml 洫 0 ．1Mphosohate
　 　 　 　   既 r，pH 　7．0；Hvdrogcnperoxi 己ε ：0．13鰓 in　final　con −
　 　 　 　 cemra 巳1Dn

nm
・ 740　nm の吸収を減少 させ る の で 生成され た ラ ジ カ

ル 陽イ オ ン を 還元す る もの と考 え られ る が ，
ABTS に ア

ス コ ル ビ v 酸を 加えた 場合，
340m の 吸収は 低下 し て

新た に 265　nm 付近に 強い 吸 収が み ら れ る よ うに t る こ

とか ら ABTS そ の もの とも直接反 応す る と考 え られ る

（Fig．7）・一
方，カ マ ボ コ な どに 食品添加物 と し て 用 い

られ て い る ソ ル ビ ン 酸は 正 の干渉を示すが ，
こ れ は ソ ル

ビ ソ 酸が ペ ル オ キ シ ダーゼ の 基質と な り うる た め で あ

る．
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Fig．7
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Absorption 　spectra 　of　 ABTS 　and 　ABTS

with 　 aScorbic 　 acid

（1）ABTS ： ABTS 　O．璽mg ／ml 　in　O．IMph ｛Xphate 　bu岱

er ，　 pH 　7』 ； （2）ABTS 　with 　ascerbic 　ac五d ：ABTS 　O．ej
mg ！ml 　 in　 2，8ml 　 of 　 mixed 　 reagen 匚．　 Ascorbic　 acid 　7

mDl

5 実試料 へ の 応用

　5 ・1　試料の調製法及 び 回収率

　実試料 として 過酸化水素が含 まれて い な い 湯上げ うど

ん に つ い て 検討 し た． 試料の 調製法 と し て ポ リ ト ロ ソ

10 で ホ モ ジ ナ イ ズ した 懸濁液を 通常の 3000rp 皿 程 度

の遠心分離や セ ル ロ
ース 炉紙 O・45　geの メ ン ブ ラ ン フ ィ

N 工工
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ル タ
ー

を 用 い て も 透明な 濱液を 得る こ とが で きな か っ

た ．透 明な 抽出液を得る た め に は 25000Xg
，
30 分 間程

度 の 遠心分離を必要とす る．

　湯上げ うどん 5g を ホ モ ジ ナ イ ズ し た後，過酸化水素

を終末濃度 1　F9／皿 1， 8・7pg／ml に な る よ うに 添加 し，

25000 × g ，
30 分 の 遠心分離後得られ た 試料 に つ い て の

添加回収率は 過酸化水 素が 「p9／m1 の 水準で は　（90 土

8．5）％ （n ＝4）， 8．7　F9 ／m1 の 水準 で は （97土 6・7）％ （n ＝

4） で あ っ た ，

　5 ・2　水浸せき抽出につ い て の検討

　 うどん は 多孔 質 で あ る こ とか ら単純な水抽出 に よ っ て

含まれ る 過酸化 水 素を 抽 出す る こ とが で き る の で は な い

か と予 想 され る． 1P9 ／ml の 濃度 の 過酸化水素水 300

ml に 約 20　g の 湯上げ う どん を約 12 時間浸 して 平衡 さ

せ た後 ， うど ん を引き上げ セ ル P 一ス 炉紙 で 表面 に付着

して い る 過酸化水素水を吸 い 取 り，約 7g の うどん を精

製水 20皿 1 中で ホ モ ジ ナ イ ズ し 25000xg
，

30 分遠 心

した場合 と，約 79 の うどん を 精製水 20m1 の 入 っ た

ビー
カ
ー

内で 1 時間 振 と う （60 ス ト ロ
ーク ス ／min ）抽

出 した 場合 とを比較 し た ．

　試料 グ ラ ム 当た りの 過酸化水 素の 抽出量 は単純な 水抽

出 で もホ モ ジ ナ イ ズ
， 高速遠心分離を行 っ た場合 に 対 し

約 90 ％ の 回収 が 得 られ て お り， 前 述 の 添 加 回収率か ら

み て 水抽出 に よ り （80〜87）％ の 抽出率 が 可能 と考 え ら

れ る （Table　2）．

Table 　2　Gomparisc ｝n 　of 　 extractability 　 between

　　　　 homogenizing　 method 　and 　simple 　water

　 　 　 　 extractionWcight

　of 　sample 　 　 Extracted　 HEO2

　 　 （9）　　　　 　　　 （陪 ！9samplc ）

料調製時に 用 い られ る物質 に つ い て は検討 した範 囲 で は

干渉 は 少ない ．食品添加物中に 含 ま れ る ソ ル ビ ソ 酸 は

POD の 基質とな り うる た め 正 の 干渉 を 示 し た ．

　 （3）　 うどん に つ い て 検討 した 結果か らは グラ ム 当 た

り 0・Ol　F9 前後の 過酸化 水素 を含む試料 に つ い て は 約 5

g の 試料量 で 定量可能 で あ る ・抽 出 に 際 して は 単純な 水

抽出 で も約 90 ％ の 抽出回収が可能 で あ る．

Super皿 atant 　of 　the

ho 【nogenized

Water 　 extraction

with 　 shaking

7，21士0」 1 （n ＝4）

7．聡 土 0．03 （躍 ＝4）

46 ．92± 1．67

42．1　±0．63

6　ま　 と　 め

　（1） POD −ABTS 系に よ る過酸化水素 の 定量は箇易

迅速性，直線性，再現性 と もに 良好 で 試料液 1ml を用

い る 場合 ，標準偏差 パ ー
セ ン ト 5 ％ 以 内で 0 ・02 　F9 の 過

酸化水素 を定量 しうる （波長 420 　nm ）・測定波長を 420

nm
，
660　nm

，
740　n 皿 と 選択 し うる こ と は 共存物質 に よ

る光学的干渉 を避け る点に お い て も有利 で あ る．

　（2 ）　 ア ス コ ル ピ ン 酸， シ ス テ イ ソ，ジ チ オ ス レ イ ト

ール を除 い て 生物試料中に 多量 に 含ま れ る物質，通常試
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　Aspeetrophotometric 　determination 　 ef 　8ma 皿

  0 皿 重80f 　 hydrogen 　peroxide　with 　pem ゴ 己a5e

and 　 2βL 曲 覦 ［3−ethylbenztltiazo 血 e　 sUlfonate

（6）］。　 Norihiko 　 HAsEGAwA
，
　 Etsuko 　SuGAwARA 　and

Tsutomu 　KASHIwAGr 　（The 　Research 　Institute　of　En −

vironmental 　 Medicine
，
　 Nagoya 　University，　Furo−cho ，

Chikusa −ku
，
　 Nagoya ）

　 Asimp 且e　 and 　rapid 　 spectrophotometric 　determma −

tion 　of 　small 　 amounts 　 of　hydrogen　peroxide　with 　per−

oxidasc （POD ） and 　2，2「−azinodi ［3−ethylbenzthiazoline
sulfbnate （6）］ is　 described．　 The 　 oxidized 　 ABTS 　has

absorption 　peak 　飢 　390　nm
，

420　n 叫 　660　nm ，　 and

740nm 　 in　 the 　 mixed 　reagent 　 containing 　 20昭 1皿 且

of　POD 　and 　 lmg ！ml 　 ofABTS 　 in　O．IMphosphate
buffer，　pH 　7．0．　 The 　 apparent 　 absoptivity 　 at 　420　nm

is　 estimated 　 to　 be　 5且000　mol
−1　cm

−11 ．　 Galibration
curve 　obeyed 　to　Beer’s　law　over 　the　range 　O〜10　pglml

of 　hydrogen 　peroxide　 and 　the 　 absorbance 　was 　 stable

at 　 least　 2　h．　 Above 　 O．18ドM 　 of　ascorbic 　 acid 　 and

O．9pM 　 of 　cysteine （丘nal 　concentration ）interfered　with

the 　determination　of 　hydrogen　peroxide　by　decreasing
the 　 abSorbance 　 and 　sorbitol 　by　increasing　the 　absorb −

ance 　because 　 of 　its　 action 　 as 　 a 　 substrate 　 on 　POD ．　 The
determination 　 procedure　 given　 below 　 is　 simple 　 and

rapid ．　 For　 sample 　 solution 　containing 　 less　 than 　l

昭 ノml 　 of 　hydrogen 　peroxide ，
　 take 且ml 　 of 　sample 　and

add 　l．8　ml 　 of 　mh 【θd　 reagent
，
　 and 　fbr　those 　containing

above 　 l　Fg！ml 　of　hydrogen 　peroxide，　 take （0．1〜0．05）
ml 　of 　samp 且e　and 　add 　2．8　ml 　of 　mixed 　rcagent 。　 Meas 。

ure 　the 　 absorbance 　 within 　 2　h．　 For　 the　dete  nation

of 　hydrogen　peroixde 　in　Japanese　 noodle ，　 take 　about

5gof 　nGodle 　 sample ，　homogenige　it　in　diSti皿ed 　water

and 　 then 　 centrifuge 　 at 　25000 × g．　An 　 aliquot 　 taken

fro皿 　the　clear 　supernatant 　 can 　be　used 　for　the　spec −

trometric 　determination 　described　 above ．　 By 　this

method
，
　 l　ppm 　 of 　 hydro 巳en 　peroxide　 could 　be　deter−

mined 　 and 　 the 　 recovery 　 was （90 ± 8．5）％ ，

　　　　 　　　　　　　　 （Received 　May 　 14
，
1981）
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